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故 屋 代 弘 孝 氏 と 沖 縄 の 崖 虫

東 平 地 清 二

(琉 三味 植 物 防 疫 所 )

故殴代私事氏は1961年12月30日奇禍に過V,享年6J7才を

最後に不縁の客となられた｡.

沖組の昆虫を研究するものの一人として誠に痛惜に絶え

な∨､｡

もよもと輩者は屋代民に対 して何の面識も持ち合せて

お らずただ氏の沖縄の昆虫研究に尽された功於につい･て

文献であらましを断片的に知 ってV,るに過ぎなvlo氏の

潰僻杖私達の永久の師表であ り,その中にみられる氏の

豊富な御経験 土用蘭な人格は私達の尊敬するものの一つ

だ と念じてV､る｡

氏怯大正11年 (1922)県庁の技師として釆伸され､大

正12年には沖組県立糖巣銑鉄場の長軸として病膏虫関旅

の研究に清隆され ､ 昭和6年には沖縄県立農事試験場の

昆虫部主任 として敏腕を過感 なく発揮され､1944年に沖

縄戦のため内地に引揚げられるまでの22年間按沖縄の昆

虫専攻につV､て研究された｡

職後は昭和23年 (19.4･8)に兵障県立麟 試験敬把赴任さ

れ､在任中かこGH･Rから琉球の摘草虫調査のため洞唖性へ.

派遣 された こともある.こ こで氏の･発嚢された論文を拾

い氏の御活躍の跡を偲びたいo

(1)沖縄県展虫目線 (No.1)沖縄県立糖繁試験場兼

行 (1927)

沖縄の鹿虫関係目録として始めてのものであ り417純

の昆虫を賢己録 した●

(2)モンシpチョウ那歯帯に於て撲る､ Zephyrus

2幾1号 (1930).

(3)宮古島の轍 ,Zephyru82幾4号 (1930).

(4)沖縄地方の昆虫方言,虫2号 (1930).

(5)南大東の喋敷､Zephyrus･3巻2号 (1931).

(6)久氷島の廃寮､ZephyTuS3巻3-4号 (L93り .

(7)南大束の焦耕 (追加).Zcphyrus3拳3-蛸 ･

(1931).

(8)沖縄晩の味類､Z叩h,yTru84饗2-3骨 (柑32)

(9)カバマグラ把ついて､Zephyru84巻2-3号

(1932)

(10)沖粗県石垣島紅おける瓜実楓天敵軟鋼碓 政変

尾鼠 樹̀ ～6号 (1934)

本事業に対する氏の功題は僻に大きvlものがある｡

(ll)南大東の妓類(班)ZephyTu.S8巻3-4号(1935).

(12)沖縄県石垣亀に逝けるJR実姐天敵放飼事業肝要､

昆虫政界､39巷,453号 (1935).

(13)沖縄地方におけるオオコマダラの生活史

(14)･甘経営虫ナカジpシクバに就いて (第一報),応

用昆虫､1巻5号 (1939).

(.且5)劇乳による甘兼の折損とめい虫故事&.の閑憾､応

用昆虫 2巻1骨 (1939),

(16)神殿地方における浮塵子の発生と劇乳との関係､

応用昆虫 2巻3号 (1939).

･(17)南大東島における昆虫､生物地理 3巻2号 (1939)

ア リモ ドキゾウムシ､イネヨ トウなどについて召捕己し

てあるC

(18)沖鈍地方に於ける二三醤虫及益虫の伝播経路につ

いて､生物地理､3巻2号､ (1939).

カンシャコバネナガカメムシ､ペグ リヤテン トウなど

について詳Lv,説明がある｡

(19)ヨナダニサン L-血 L)〟附 し,lnneの生活史､昆

虫 13番3号､.■(1939)

(20)イ-カミキ リ､S的JnaLLumLonDi'C･oE川CMe〟一.aX7

沖矧ir林学会報 1号 (1940).

.(21)ウリミバェの金銅鰍 ,応凧昆虫 2巻d僧･､

(1940).

(22)甘郎筒虫ナカジT,シタパに就いて (約2報)㌔

応用昆虫 2巻6骨､ (1940).

(23)沖舶地方における摘要'田虫概説､ 臓 凝固臥 1

5巻12骨､ (1910).

沖机DT_q虫につV,ての始めての総醍佃矧 )ヨrBIに雛する

ものである｡

(24)晋胸増血ナカジpシダバ紅此いて (3軸).ナカタ

pシクパ助虫の l摘柑購食'.JB･/J棚 の収爪に及ぼす彫臥

応用昆虫 3巻3号､ (1941).

･(25) 抑剛 腕勅勘目顔､沖触Ai勘助冊研紀鼻紙 195卯･

遇虫の郡の生別藩省として1,馴4靴の胤曲数僧遁舟して叡

る｡

晩の匿旗兼親されたものは以止の通 り･であるが髄離脱絶

域および 放濃試験脇の袋蕗稚督 庫に 甘J榔婁虫に関する

調査､一般腿解物潜血防験に関する舶載l触 研究､天敵

の調を及利用に関する調薬､ア リモ ドキゾウムシ､ウリ

ミバェ､ミカンコパェなど伐の紬当された銅盤触皆が多

数ある.沖縄における溶血防除13-犬′駁人であり.昆虫

学の開拓者で もあるo我々牧絶代托の功緋を忘れてはな

らないと思 う｡


